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かがわ

そ ら と つ ち と み ど り の 会 話

園芸施設共済 令和２年９月に改正
収入保険 コロナの影響も補償
第８回通常総代会



　

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、当
組
合

の
事
業
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
緊
急
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
た
こ
と
で
、人
と
の
接
触

を
８
割
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に

し
た
外
出
自
粛
や
、飲
食
店
の
休

業
要
請
な
ど
の
結
果
、農
畜
産
品
の

業
務
用
需
要
が
大
幅
に
減
少
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、小
中
学
校
な
ど
の
休
校

措
置
で
学
校
給
食
の
牛
乳
需
要
が

ゼ
ロ
に
な
り
、地
元
生
産
者
が
供
給

し
て
い
た
食
材
の
需
要
も
ス
ト
ッ 　

第
８
回
通
常
総
代
会
を
６
月
９
日
、本
所
会

議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。提
出
し
た
令
和
元
年

度
事
業
報
告
書
や
２
年
度
事
業
計
画
な
ど
、全

１０
議
案
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、承
認
さ
れ
ま

し
た
。今
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
、あ
ら
か
じ
め
書
面
で
の
議
決
権
行
使

を
お
願
い
し
、規
模
を
縮
小
し
て
の
実
施
で
す
。

地
域
農
業
を
未
来
に
つ
な
げ
る

第
８
回
通
常
総
代
会
を
開
催

プ
、農
業
者
は
大
き
な
打
撃
を
受

け
ま
し
た
。

　

平
成
３１
年
か
ら
保
険
期
間
が
ス

タ
ー
ト
し
た
収
入
保
険
は
、農
業
者

の
収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る
保
険

で
あ
り
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
組
織
と
し
て

は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
被
害
を
受
け
た

加
入
農
家
へ
の
迅
速
な
対
応
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
過
去
に
例
を
見
な

い
被
害
や
、甚
大
な
自
然
災
害
が

頻
発
す
る
中
、政
府
は「
食
料
・
農

業
・
農
村
白
書
」で
、農
業
保
険
の

加
入
拡
大
に
よ
る「
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
」の
農
業
生
産
体
制
が
幅
広

く
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
」の
見
直
し
で
、「
農
業
者
の

経
営
安
定
に
と
っ
て
必
需
品
と
し
て

の『
保
険
』の
定
着
」を
中
長
期
的

に
目
指
し
、農
業
保
険
の
加
入
推

進
、損
害
防
止
事
業
と
保
険
事
業

の
効
率
的
な
運
営
を
目
指
す
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
、農
業
保
険
の
実

施
団
体
と
し
て
、無
保
険
者
を
出

さ
ず
、
全
て
の
農
業
者
に
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
提
供
す
る
た
め
、組

織
を
挙
げ
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、今
後
も
組
合
員
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
厳
し
い
状
況
が
続

く
と
思
わ
れ
ま
す
。将
来
に
わ
た
り

安
定
的
で
継
続
的
な
事
業
実
施
が

可
能
と
な
る
よ
う
、業
務
の
効
率
化

や
執
行
体
制
の
見
直
し
を
行
う
と

と
も
に
、組
合
員
と
の
信
頼
関
係
を

よ
り
強
固
に
す
る
た
め
外
務
活
動

に
努
め
、全
事
業
の
引
受
拡
大
に
取

り
組
む
も
の
と
し
ま
す
。

組合長理事 近藤 賢司

◆
ご
あ
い
さ
つ
◆

提
出
議
案

議長を務める 佐々木 正明総代（高松市）

第1号
議案

令
和
元
年
度
事
業
報
告
書
、

財
産
目
録
、貸
借
対
照
表
、損

益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分

案
並
び
に
不
足
金
処
理
案
の

承
認
に
つ
い
て

（
４
面
に
関
連
記
事
）

第6号
議案

余
裕
金
の
預
入
先
金
融
機
関

の
承
認
に
つ
い
て

香
川
県
農
業
協
同
組
合
、香
川
県

信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
な

ど
７
金
融
機
関

第7号
議案

損
金
計
上
の
承
認
に
つ
い
て

水
稲
共
済
未
収
金
の
損
金
計
上

未
収
共
済
掛
金
／
８
３
２
円

未
収
賦
課
金
／
３
，４
３
６
円

未
収
交
付
金
／
５
，５
２
８
円

第9号
議案

損
害
評
価
会
委
員
の
承
認
に

つ
い
て 

損
害
評
価
会
委
員
５
名
、任
期
途

中
の
異
動
に
伴
う
選
任

第10号
議案

附
帯
決
議 

決
議
事
項
中
で
、軽
微
な
修
正
や

変
更
の
理
事
会
一
任

第8号
議案

香
川
県
農
業
共
済
組
合
事
業

規
程
の
一
部
改
正
の
承
認
に

つ
い
て

事
業
規
程
の
変
更
、新
設

・園
芸
施
設
共
済
の
付
保
割
合
を

最
高
１０
割
に
引
き
上
げ
、耐
用

年
数
経
過
後
の
復
旧
費
用
補
償

額
も
引
き
上
げ
る
な
ど

・新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
に
関
連
す
る
掛
金
納

入
期
限
の
延
長
な
ど
の
対
応

第2号
議案

令
和
２
年
度
事
業
計
画
並
び

に
業
務
収
支
予
算
書（
案
）の

承
認
に
つ
い
て

（
４
面
に
関
連
記
事
）

第3号
議案

令
和
２
年
度
事
務
費
等
賦
課

額
、賦
課
方
法
及
び
徴
収
方

法
の
承
認
に
つ
い
て

事
務
費
賦
課
金
総
額
／

５
億
４
，７
９
３
万
円

賦
課
方
法
及
び
徴
収
方
法
／

共
済
目
的
別
に
、共
済
掛
金
と
同

時
に
徴
収
す
る
。

第4号
議案

役
員・顧
問
、損
害
評
価
会
委

員
等
の
報
酬
及
び
損
害
評
価

員
、共
済
部
長
手
当
の
承
認
に

つ
い
て

合
計
／
８
，０
１
０
万
円
以
内

第5号
議案

借
入
金
最
高
限
度
額
等
の
承

認
に
つ
い
て

借
入
金
額
／
１０
億
円
以
内

借
入
先
／
農
林
漁
業
信
用
基
金
、

香
川
県
農
業
協
同
組
合
、百
十
四
銀
行

農
業
者
の
未
来
を
担
う
農
業
保
険

総代会は、組合員の代表で
ある総代が、理事から提出
された議案を審議し、組合
運営の方針を決める最高
議決機関です。

● 総代総数
● 当日出席総代数
　　本人出席
　　書面議決書での出席
● 欠席総代数

198人
198人
9人

189人
0人

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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る
こ
と
で
業
務
効
率
が
良
く
な
り
、新

人
に
対
し
て
も
重
い
負
荷
を
か
け
る
こ

と
な
く
教
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、組

合
員
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
、柔
軟

性
を
も
っ
て
対
処
し
ま
す
。

収益

36億9,908万円

費用

収入

16億8,543万円

支出

　

令
和
２
年
度
か
ら
グ
ル
ー
プ
推
進

体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。各
グ
ル
ー
プ

に
は「
リ
ー
ダ
ー
」＝
支
所
の
課
長
等

＝
を
配
置
し
、リ
ー
ダ
ー
の
も
と
複
数

の
職
員
が
グ
ル
ー
プ
管
轄
地
域
を
担

当
す
る
こ
と
で
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
を

よ
り
充
実
さ
せ
ま
す
。

　

農
業
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
業

務
の
効
率
化
、ま
た
収
入
保
険
の
実
施

主
体
と
し
て
専
門
的
な
知
識
が
求
め

ら
れ
る
状
況
へ
の
対
応
で
す
。

　

地
域
で
の
加
入
推
進
な
ど
は
、グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
と
し
た「
複

数
職
員
担
当
制
」と
し
ま
し
た
。グ
ル
ー

プ
内
職
員
で
自
主
的
に
考
え
、職
員
そ

れ
ぞ
れ
の
能
力
を
生
か
せ
る
よ
う
業
務

配
分
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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元年度事業実績と2年度事業計画

元年度実績
引受面積

共済金額

支払共済金

1,012,922㌃

60億8,385万円

3,436万円

2年度計画
引受面積

共済金額
877,000㌃

52億6,602万円

水稲共済

元年度実績
引受面積

共済金額

支払共済金

133,342㌃

6億2,865万円

295万円

2年度計画
引受面積

共済金額
103,520㌃

4億7,954万円

麦共済

元年度実績
引受頭数 死廃

病傷
58,003頭
25,452頭

引受頭数 死廃

病傷
58,915頭
24,305頭

共済金額 129億5,682万円

支払共済金
死廃

病傷
2億6,650万円
1億8,945万円

2年度計画

家畜共済

元年度実績
引受面積

共済金額

支払共済金

18,177㌃

3億3,645万円

3,081万円

2年度計画
引受面積

共済金額
19,120㌃

4億1,039万円

果樹共済

元年度実績
引受面積

共済金額

支払共済金

1,752㌃

694万円

36万円

2年度計画
引受面積

共済金額
1,200㌃

454万円

畑作物共済

元年度実績
引受棟数

共済金額

支払共済金

3,550棟

45億3,234万円

2,677万円

2年度計画
引受棟数

共済金額
4,049棟

51億6,430万円

園芸施設共済

元年度実績
引受棟数

共済金額

支払共済金

94,453棟

1兆1,819億3,940万円

2億9,897万円

2年度計画
引受棟数

共済金額
93,253棟

1兆1,556億5,053万円

建物共済

元年度実績
引受台数

共済金額

支払共済金

21,185台

511億9,674万円

1億4,991万円

2年度計画
引受台数

共済金額
20,941台

504億9,760万円

農機具共済

元年度実績 共済金額
1兆2,578億6,578万円

支払共済金
10億8万円 2年度計画 共済金額

1兆2,304億2,974万円
合
計

責任準備金戻入 69,545
再共済金など 11,982 事業勘定受入 83,269

受取利息
21,419

各種引当金戻入
1,632

その他 6,620

人件費 98,448 事務費、施設費など
18,011

普及推進費
6,209

損害評価費
2,389

損害防止費
1,641

事業勘定繰入
23,119

各種引当金繰入
9,867

その他 8,859

賦課金 6,864

国、市町からの補助金
48,739

診療収入など 23,416 国からの交付金など 37,732

共済掛金
155,684

受取利息など 15,410

積立金戻入など
56,139

共済金 100,008

診療諸掛
23,931 無事戻金 3,198

責任準備金繰入 60,351

業務勘定繰入など
117,466

次年度積立金
64,954

事　業 業　務

元年度事業収支と業務収支（単位：万円）

新
グ
ル
ー
プ
体
制
で

　
「
地
区
担
当
者
が
不
在
の
場
合
、対

応
に
時
間
が
か
か
る
」「
担
当
だ
っ
た
ベ

テ
ラ
ン
職
員
が
退
職
し
、後
任
職
員
は

慣
れ
る
ま
で
時
間
が
必
要
」「
対
応
に

差
が
あ
っ
て
不
満
」な
ど
、以
前
か
ら

あ
っ
た
組
合
員
か
ら
の
声
に
も
対
応

し
ま
す
。

　

例
え
ば
図
の
よ
う
に
、職
員
そ
れ
ぞ

れ
が
得
意
分
野
を
中
心
に
担
当
す

　

ま
た
、令
和
４
年
の
農
業
保
険
制
度

見
直
し
に
向
け
、盤
石
な
組
織
づ
く
り

の
一
つ
と
し
て
、多
能
な
職
員
育
成
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

組
合
員
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

◆
多
能
な
職
員
を
育
成

◆
時
代
に
合
わ
せ
体
制
を
変
更

◆
組
合
員
へ
の
対
応
を
均
一
化

複数職員担当制
現在地区をサポートしながら、グループ内の他地区を担当する

リーダーのもと
得意分野を生か
しながら職員間
で業務分掌

組合員サービス
の向上につなげる

地区名

（図）グループ例

職員の事業量 ベテラン
職員A

M市
ア地区

ベテラン職員A

新人職員C

中堅職員B

M市
ア地区

M市
イ・ウ地区

M市
エ地区

全地区の営業を中心に担当

全地区の事務を中心に担当

営業、事務を補佐

リーダー、営業が得意

事務作業が得意

組合員
満足の向上

新人
職員C

M市
エ地区

新たに担当する
ウ地区

中堅
職員B

M市
イ・ウ地区

農
家
満
足
度
の
ア
ッ
プ

臨
機
応
変
な
対
応
で
組
合
員

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、よ

り
強
い
信
頼
関
係
の
構
築

職
員
の
経
験
年
数
や
技
能
な

ど
で
差
が
あ
っ
た
組
合
員

サ
ー
ビ
ス
の
均
一
化

グ
ル
ー
プ
内
職
員
の
得
意
分

野
を
生
か
し
た
業
務
分
掌
で

作
業
効
率
を
向
上
さ
せ
、新

た
な
組
合
員
の
開
拓

グ
ル
ー
プ
内
職
員
で
助
け
合

い
、組
合
員
対
応
や
サ
ー
ビ

ス
低
下
を
防
止



　

令
和
３
年
を
保
険
期
間
と
す
る
加
入
申
請
が
始
ま
り

ま
す
。個
人
や
、会
計
年
度
が
１
月
開
始
の
法
人
の
場
合

は
、１
月
か
ら
保
険
期
間
が
始
ま
り
ま
す
。（
法
人
の
場

合
は
、会
計
年
の
開
始
１
カ
月
前
ま
で
に
加
入
申
請
し

ま
す
。）

　

対
象
は
、青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者（
個
人・法

人
）で
す
。加
入
申
請
時
に
青
色
申
告
実
績
が
１
年
以
上

あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
、基
準
収
入
金
額
、保
険
料
な
ど
の

試
算
を
し
ま
す
の
で
、各
支
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

令
和
２
年
4
月
、関
係
機
関
・
団
体
で
構
成
す
る
農

業
保
険
推
進
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。地
域
農
業
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、よ
り
多
く
の
農
業
者
に
収
入

保
険
制
度
が
行
き
届
く
よ
う
努
め
ま
す
。

　

収
入
保
険
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策

の
影
響
で
、販
売
収
入
が
減
少
し
た
場
合
も
補
償
の
対
象
で

す
。自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
や
価
格
低
下
を
は
じ
め
、け

が
や
病
気
で
収
穫
で
き
な
い
な
ど
、農
業
者
の
経
営
努
力
で
は

避
け
ら
れ
な
い
、さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
よ
る
収
入
減
少
を
補

償
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が
減
少
し
、収
入
保
険
の
補
て
ん
金
受
取

が
見
込
ま
れ
る
場
合
、無
利
子
の
つ
な
ぎ
融
資
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。返
済
は
補
て
ん
金
と
相
殺
で
す
。詳
細
は
各
支

所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農家の声

コロナ禍での収入減少も補てんします

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

加
入
申
請
始
ま
る

農
業
保
険
推
進
協
議
会
を
設
立

動
画
配
信
中

収入保険で備える
　
露
地
で
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
２０
㌃
、オ
ク

ラ
６
㌃
、ナ
バ
ナ
１２

㌃
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。以
前
は
果
樹

共
済
に
加
入
し
て
い

ま
し
た
が
、野
菜
も

含
め
た
経
営
全
体

の
収
入
を
補
償
し

て
く
れ
る
収
入
保
険
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

　
加
入
し
て
１
年
目
、補
て
ん
金
支
払
い
の
対

象
に―

―

。原
因
は
、水
不
足
で
オ
ク
ラ
が
生

育
不
良
に
な
っ
た
他
、キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
突

風
で
枝
折
れ
し
、結
実
数
が
大
幅
に
減
っ
た
の

で
す
。こ
の
２
品
目
は
約
８
割
も
の
収
入
減
少

に
な
り
ま
し
た
。対
策
は
講
じ
て
い
た
の
で
す

が
、気
象
上
の
災
害
を
完
全
に
防
ぐ
事
は
難

し
い
ね
。

　

収
入
保
険
へ
の
加
入
は
、職
員
の
丁
寧
な

説
明
が
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。も
し
も
の

こ
と
を
考
え
、保
険
方
式+

積
立
方
式
に
支
払

率
９
割
の
最
高
補
償
を
選
択
し
て
い
て
良

か
っ
た
で
す
。補
て
ん
金
請
求
で
は
、面
倒
な

手
続
き
も
な
く
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、助

か
り
ま
し
た
。

農
業
経
営
の
要 

収
入
保
険

土
庄
町

木
下 

正
信
さ
ん

（７１）

き
の  

し
た

ま
さ 

の
ぶ

松
井 

委
昭
さ
ん

（47）

ま
つ   

い     

と
も  

あ
き

　

収
入
保
険
制
度
に
は
、始
ま
っ
た
平
成
31

年
に
加
入
し
ま
し
た
。損
失
に
対
す
る
補
て

ん
額
が
明
瞭
で
、販
売
金
額
ベ
ー
ス
で
補
償

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
決
め
手
で
す
。

　
家
族
経
営
の
者
に
と
っ
て
、病
気
や
事
故
で

の
収
入
減
少
も
補
て
ん
し
て
く
れ
る
の
は
、

と
て
も
魅
力
的
で
し
た
。

　

今
回
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
３
、４
月
の
パ
セ
リ
価
格
は
大
き
く

低
下
し
、今
も
戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。外
出
自
粛

要
請
で
、外
食
の
添
え
物
で
あ
る
パ
セ
リ
の

需
要
が
減
っ
た
こ
と
が
原
因
だ
と
思
い
ま
す
。

　
い
つ
こ
の
状
況
が
収
ま
る
の
か
不
安
で
す

が
、収
入
保
険
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
よ
う
に
想

定
外
の
収
入
減
少
も
対
応
し
て
く
れ
る
と
い

う
こ
と
で
、安
心
し
ま
し
た
。

　

自
分
の
収
入

と
補
て
ん
金
を

含
め
、８
割
以
上

を
補
償
し
て
く

れ
る
の
は
心
強

く
、営
農
に
専
念

で
き
ま
す
。

▽
経
営
＝
パ
セ
リ

30
㌃
、水
稲
２
㌶

コ
ロ
ナ
で
不
安
定
さ
を
痛
感

東
か
が
わ
市

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
影

響
で
販
売
収
入
が
減
少
し
た
場
合
、収
入
保
険
の

対
象
に
な
る
の
？

　

農
業
者
が
保
険
期
間
に
生
産・販
売
す
る
農
産
物
の
販
売
収
入

全
体
が
対
象
で
す
。

　

農
業
者
ご
と
に
、保
険
期
間
の
収
入
が
基
準
収
入
の
９
割（
補
償

限
度
）を
下
回
っ
た
場
合
に
、下
回
っ
た
額
の
９
割（
支
払
率
）を
補
て

ん
し
ま
す
。（
図
参
照
）

労
働
力
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、計
画
し
て
い
た
農

産
物
の
栽
培
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

法
人
が
従
業
員
を
休
ま
せ
た
こ
と
で
、計
画
通
り
の
営
農

が
で
き
ず
収
穫
量
が
減
少
し
た

直
売
所
の
客
数
が
減
少
し
、売
り
上
げ
が
下
が
っ
た

学
校
給
食
や
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
る
な
ど
、計
画
通
り

の
出
荷
が
で
き
な
か
っ
た

掛
け
捨
て
の「
保
険
方
式
」と
、掛
け
捨
て
で
は
な
い「
積

立
方
式
」の
組
み
合
わ
せ
が
で
き
ま
す
。

加
入
１
年
目
の
保
険
料
率
は
、１・０
８
％
で
す
。自
動
車

保
険
と
同
様
に
、保
険
金
の
受
取
実
績
に
応
じ
て
、翌
年

の
保
険
料
率
が
変
動
し
ま
す
。

事 例 Q
補
償
の
対
象
で
す
！

A

収
入
保
険
の
仕
組
み

（図）収入保険の補てん方式と
　  支払いのイメージ
5年間の青色申告実績があり、最大の補償割合を選択した場合

基準収入
過去5年間の
平均収入

（5中5）を基本

自己責任部分
（1割）

積立方式
（1割）

保険年の
補償内訳

積立金

100%

90%

80%

保険金

保険期間の
収入

保険方式
（8割）

規模拡大など、保険期間の営農計画も考慮して設定

補償の下限を設定した、掛金の安いタイプもあります。

収
入
減
少

支
払
い
の
対
象

補
償
範
囲

補
償
限
度（
最
大
80
％
）

支払率（最大90％）

補償幅
（最大10％）

　

農
林
水
産
省
は「
し
ゅ
う
ほ

ち
ゃ
ん
の
！
６
分
で
分
か
る
！
収

入
保
険
の
ポ
イ
ン
ト
〜
保
険
料

を
安
く
す
る
タ
イ
プ
編
〜
」な

ど
、新
し
い
仕
組
み
を
説
明
す
る

動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

農水省ホームページ YouTube
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中 讃 支 所
☎0877-46-1211

　

現
在
の
制
度
で
は
、施
設
価
額
の
８
割
が
補

償
金
額
の
上
限
で
す
。
特
約
に
加
入
し
た
場

合
、10
割
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

※

特
約
の
選
択
は
、棟
ご
と

※

施
設
内
農
作
物
は
、特
約
の
対
象
外

　

復
旧
費
用
特
約
は
、古
く
な
っ
て
下
が
っ
た
施

設
本
体
の
価
額
分
を
補
償
で
き
る
特
約
で
す

（
図
の
オ
レ
ン
ジ
色
部
分　

）。今
ま
で
は
耐
用

年
数（
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
場
合
は
10
年
）経
過
後

に
は
、補
償
金
額
の
６
割
ま
で
の
補
償
で
し
た
。

　

今
回
の
改
正
で
、耐
用
年
数
経
過
前
と
同
様
、

補
償
金
額
の
８
割
ま
で
補
償
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。①
の
補
償
金
額
の
引
上
特
約
と
合
わ

せ
れ
ば
、耐
用
年
数
経
過
後
の
施
設
で
あ
っ
て

も
、新
築
価
額
ま
で
補
償
で
き
ま
す
。

※

特
約
の
選
択
は
棟
ご
と
で
、被
覆
材
は
適
用
外

　

小
さ
な
被
害
へ
の
補
償
に
対
応
す
る
た
め
、小

損
害
不
て
ん
補（
無
補
償
部
分
）の
金
額
を
引
き

下
げ
ま
す
。

　

加
入
は
、次
の
コ
ー
ス
か
ら
棟
ご
と
に
選
択
可

能
で
す
。

　

早
期
の
営
農
再
開
に
向
け
、施
設
を
自
身
で

建
て
直
し
た
際
の
労
務
費
相
当
額
を
、復
旧
費

用
共
済
金
と
し
て
支
払
う
仕
組
み
を
導
入
し

ま
す
。

　

施
設
本
体
の
復
旧
に
要
す
る
部
材
の
請
求

書（
ま
た
は
領
収
書
）金
額
に
加
え
、労
務
費
相

当
額
と
し
て
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り

１
０
０
円
を
加
算
し
て
支
払
う
よ
う
に
な
り

ま
す
。
近
隣
農
業
者
と
共
同
で
復
旧
作
業
を

行
っ
た
場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

※

加
算
は
、全
て
の
施
設
区
分
で
導
入

　
詳
し
く
は
各
支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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連絡先（お問い合わせ）

小 豆 支 所
☎0879-62-0694

高 松 支 所
☎087-888-1146

東 部 支 所
☎0879-43-4121

三 豊 支 所
☎0875-25-2482

仲多度支所
☎0877-62-5970

補
償
の
拡
充
・
仕
組
み
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

新築価額の100％を補償
園芸施設共済 さらに拡充 令和2年9月

改正

補
償
金
額
の
引
上
特
約
の

導
入（
図
の
黄
色
部
分
）

1
復
旧
費
用
の
補
償
金
額
引
上

（
図
の
緑
色
部
分
）

2

小
損
害
不
て
ん
補
の
１
万
円

コ
ー
ス
追
加

3
自
力
復
旧
の
労
務
費
を
支
払
う

仕
組
み
を
追
加

4

▽
３
万
円（
ま
た
は
共
済
価
額
の
５
％
）

▽
10
万
円

▽
20
万
円

▽
50
万
円

▽
100
万
円

▽
1
万
円

コース

平
成
30
年
1
月
導
入

令
和
元
年
9
月
導
入

令
和
2
年
9
月
導
入

　近年、豪雨や台風など甚大な自然災害が多発し、営農を断念しなければならないほどの園芸施設被
害を受ける事態も…。令和２年９月から、①補償金額の引き上げ②復旧費用の補償金額を引き上げ③
小損害不てん補特約の追加――など、園芸施設共済の特約の拡充で、新築価額までの補償が可能に
なります！ 特約加入で補償を充実させ、農業経営を守りましょう。

補
償
金
額(

％)

経過年数

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

80
76
4 8

12 16
20

24 28
32 36

20 20 20

20 20 20
72

68
64

60
56 52

48 44
40 40 40

13121110987654321年未満

1 補償金額の引上特約による追加部分

現行の資産価値に応じた補償部分

現行の復旧費用補償部分
2

復旧費用の引上

耐用年数10年間

補償金額の引上・復旧費用補償の引上イメージ
【例：プラスチックハウスⅡ類（パイプハウス）】（図）

掛金の計算イメージ
1 補償金額の20%引上特約
2 復旧費用特約
3 小損害不てん補の1万円コース特約

を追加した場合の掛金差額

○新築のパイプハウスに初めて加入
○主要パイプは直径31.8㍉、新築価格は100万円
○３万円の基本コース掛金率　2.151％
　＋１万円の小損害特約掛金率　0.018％※

約4,480円で 2年目以降も最高補償選択時の掛金のまま
基本コースにプラス

新築価額が補償できるようになります！
※施設区分によって掛金の総額が異なります。
※経過年数により、基本コースの共済金額は年々減少（耐用年数経過後は50％）しますが、減少した金額は②復旧費
用特約の共済金額として補償され、基本コースと復旧費用共済金額の両方を合わせて新築価額100％の補償にな
ります。
※新築２年目以降の掛金は、標準コースの掛金率と復旧費用掛金率に差異があるため、掛金総額が多少減少します。
※上記の計算例には、賦課金は含まれていません。

A

B

C

基本補償コース
（補償金額80％）

（小損害不てん補3万円～）

共済金額 農家負担掛金

最高補償
選択時の
掛金

A+B+C

補償金額追加
（20％ 引上特約）

小損害不てん補 1万円コース特約

20万円
（新築価額100万円×補償金額20％）

80万円
（新築価額100万円×補償金額80％） 約8,600円

約4,300円

約13,080円

約180円

※１万円コースの掛金率は
　農林水産省が６月現在で
　示している試算値

加入
条件



鳥獣被害

一刀両断
　

令
和
元
年
産
う
ん

し
ゅ
う
み
か
ん
と
い
よ

か
ん
、２
年
産
指
定
か
ん

き
つ
の
被
害
は
軽
微
で

し
た
。指
定
か
ん
き
つ
の

一
部
で
は
、今
冬
の
暖

冬
と
降
雨
の
影
響
で
、水

腐
れ
や
軸
腐
れ
で
落
果

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
産
水
稲
の
損
害
評
価
を
、

早
期
、普
通
期
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
収
穫

期
に
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

　

組
合
員
の
方
は
稲
の
作
柄
を
見
て
、

お
お
む
ね
３
割
を
超
え
る
減
収
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
と
き
は
、共
済
部
長
を
通

じ
て
被
害
申
告
し
、損
害
評
価
野
帳
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

立
札
は
悉
皆
調
査
の
前
日
ま
で
に
立

て
、収
穫
が
終
わ
る
ま
で
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
か
ら
、口
座
振
替
に
よ
る
収

穫
共
済
掛
金
の
領
収
書
は
発
行
し
ま

せ
ん
。税
務
申
告
等
で
必
要
な
方
に
は

「
証
明
書
」を
発
行
し
ま
す
の
で
、お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

　

農
林
水
産
省
や
香
川
県
は
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

た
農
業
者
支
援
の
内
容
を
、ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

（
香
川
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
参
照
）

◯
持
続
化
給
付
金

　
業
種
横
断
的
に
、個
人・法
人
を
問
わ
ず
、農

林
漁
業
者
も
広
く
対
象
と
な
る
制
度
で
す
。

　
▽
お
問
い
合
わ
せ
先
＝
J
A
香
川
県
各

営
農
セ
ン
タ
ー
企
画
農
産
課

◯
高
収
益
作
物
次
期
作
支
援
交
付
金　

　
外
食
需
要
の
減
少
で
市
場
価
格
が
低
落
す

る
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
野
菜・花
き・果
樹・

茶
な
ど
の
高
収
益
作
物
に
関
し
、次
期
作
に
前

向
き
に
取
り
組
む
生
産
者
を
支
援
す
る
制
度

で
す
。（
収
入
保
険
、農
業
共
済
等
に
加
入
ま
た

は
加
入
検
討
す
る
こ
と
が
条
件
）

　
▽
お
問
い
合
わ
せ
先
＝
Ｊ
Ａ
香
川
県
各

営
農
セ
ン
タ
ー
園
芸
課

　
岡
田
俊
樹（
三
豊
支
所
第
一
事
業
課
）＝

４
月
25
日
付
、増
田
理
奈（
仲
多
度
支
所
第

一
事
業
課
）＝
５
月
31
日
付
、竹
本
一
貴

（
東
部
支
所
総
務
課
係
長
）＝
６
月
30
日
付

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
三
野
勝
道
＝
香
川
県
農
政
水
産
部
農

業
経
営
課
副
主
幹
）

人
事
異
動

▼
退
職

　

本
県
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
額
は
、平
成
26
年
度
か
ら
30
年
度
ま

で
５
年
連
続
で
減
少
し
て
い
ま
し
た

が
、令
和
元
年
度
は
前
年
度
か
ら
少
し

被
害
額
が
増
加
し
、１
億
９
７
７
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

被
害
額
を
鳥
獣
別
に
見
る
と
、イ

ノ
シ
シ
が
５
２
１
１
万
円
と
最
も
多

く
、水
稲
、果
樹
、野
菜
な
ど
に
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。次
い
で
サ
ル
が

２
０
１
６
万
円
で
、カ
ラ
ス
は
１
３
７
４

万
円
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
頭
数
が
過

去
最
高
の
１
万
４
７
４
３
頭（
前
年
比

１
２
５
％
）に
な
り
、生
息
頭
数
は
減
少

し
て
い
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

野
生
鳥
獣
の
農
作
物
被
害
を
減
少

さ
せ
る
た
め
、香
川
県
で
は
市
町
や
猟

友
会
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、集
落

に
寄
せ
付
け
な
い
環
境
づ
く
り
や
、侵

入
防
止
対
策
、捕
獲
の
総
合
的
な
対
策

捕
獲
増
え
て
も

　
　
　
　
被
害
減
ら
ず

入金時に処理すれば良いのか？

「いつの日付で売上などを計上すれば良いのか？」

「不適切なワイヤメッシュ柵の改善策」の予定です。

基礎知識
確定申告

くにむら みのる國村 年 ＝ 國村公認会計士事務所、高松市木太町

次号のテーマは

次号は

1011 かがわ 2020.8  vol.44かがわ 2020.8  vol.44

組合の主な動き

５日 損害評価会麦共済部会

1～１８日
３日
１４日

　　　　
１５日
２４日

高齢農業者表敬訪問
かき現地研修会
第２回余裕金運用管理委員会
第３回理事会
キウイフルーツ現地研修会
うんしゅうみかん現地研修会

9月
8月

１日
２０日
２０日～

第３回コンプライアンス委員会
監事会
中間監査

10月

水
稲
共
済

損
害
評
価
が
始
ま
り
ま
す

果
樹
共
済

５
月
28
日
に
共
済
金
を
お
支
払
い

お
知
ら
せ 

領
収
書
発
行
を
取
り
や
め

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
支
援

からのお知らせ

風で飛んだり雨で字が消えたり
しないようビニールで覆いましょう

うんしゅうみかん

いよかん

指定かんきつ

80戸

１戸

16戸

4,162,100円

8,740円

511,660円

樹 種 支払戸数 支払共済金

　今年度は、会計の基本的なルールを取り上げてい
ますが、今回は「現金主義」についてです。「キャッシュ
ベース」とも言います。
　会計では、収益から費用を引いたものが利益という
ことは皆さんご存じかと思います。ここで、これらの数
値を確定するには、収益と費用の「認識」（いつ？）と
「測定」（いくら？）のルールを知ることが重要です。
　収益と費用の認識基準（いつ？）の基本的なものが、
「現金主義」と「発生主義」です。
　現金主義とは、収益は現金が入金になった時または
期に、費用は現金を支払った時または期に計上すると
いうルールです。
　収入から支出を引いたものが利益となります。
　現金主義は、客観的かつ確実性が高いと言えます

が、合理的であるとは言えません。現代の複雑な事業
活動のもとでは、現金が入金や出金になった期と、実
際にものを販売したり、働いてもらったり、ものを使っ
たりした期が同じではないことも多いからです。
　例えば、ネットで販売をしていて12月中に出荷したと
しても、コンビニでの支払は1月であったり、従業員の
方の12月分の給与を1月15日に支払っていたり、12月
に購入した消耗品の支払が1月だったりなどです。
　なお、個人事業主で青色申告の方は、現金主義だと
65万円（電子申告または電子帳簿保存をしないとき
は55万円）控除は受けられませんし、収入保険にも入
れませんので、ご留意ください。

※詳しくはホームページで
　ご確認ください。獣医師職員は随時募集しています。

採用予定人員

職 務 内 容

応 募 資 格

応 募 方 法

応 募 締 切

6人程度

農業保険法に基づく業務

①大学、短期大学（香川県立農業大学校を含む）を卒業または令和３年３月末までに卒業見込みの人
②平成２年４月２日以降に生まれた人（満30歳以下）
③パソコン操作（ワード、エクセル）ができる人
④自動車普通免許（AT可）を取得している人、または採用までに取得見込みの人

令和3年４月１日

県内事務所

一次選考：書類審査   二次選考：筆記試験・面接（９月上旬実施予定）

次の書類を当組合本所総務課あてに郵送してください。 履歴書、成績証明書、卒業（見込）証明書

令和２年８月24日（月）必着

一般職員を募集します
採用予定日

勤　務　地

選 考 方 法

■イノシシ
■その他獣類
■カラス

■サル
■アライグマ
■その他鳥類

野生鳥獣別の農作物被害金額の推移
（令和2年農業経営課調べ）　

3.0

2.0

1.0

0
H23 H25 H27 H29 R1 （年度）

（億円）



　

農
業
未
経
験
者
も
会
員
と
し
て
受
け

入
れ
、前
職
で
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
貴

重
な
戦
力
と
し
て
法
人
の
経
営
に
生
か

す
多
度
津
町
葛
原
の「
農
事
組
合
法
人
イ

ン
グ
ク
ラ
ブ
」（
平
成
３０
年
１２
月
発
足
、会

員
１５
人
）。代
表
理
事
の
松
岡
安
男
さ
ん

（
７２
）は
、「
60
歳
以
上
の
者
ば
か
り
、楽
し

み
な
が
ら
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。こ
ん

な
法
人
も
あ
っ
て
い
い
の
で
は
」と
話
す
。

　

機
械
の
構
造
に
詳
し
い
人
は
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
や
修
理
を
請
け
負
い
、パ
ソ
コ
ン
操

作
が
得
意
な
人
は
税
務
申
告
を
担
当
す

る
な
ど
、特
技
を
農
業
活
動
の
面
で
発
揮

す
る
。農
業
未
経
験
者
に
は
法
人
内
で
教

え
合
い
、作
業
は
参
加
で
き
る
人
だ
け
と

い
う
フ
リ
ー
さ
が
、会
員
に
は
魅
力
の
一つ

と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、預
か
る
農
地
は
２
・
４
㌶
。
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
１
２
０
㌃
や
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
６０
㌃
、ニ
ン
ニ
ク
３０
㌃
な
ど
、野
菜
中

心
に
経
営
し
て
い
る
。周
辺
地
域
に
は
、

早
く
に
発
足
し
た
麦
作
中
心
に
経
営
す

る
営
農
集
団
が
あ
る
た
め
休
耕
地
は
な

く
、知
り
合
い
か
ら
依
頼
さ
れ
た
農
地
だ

け
で
運
営
す
る
。

作業は電話で案内し、都合がつく人で実施する

　

昨
年
、ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
直
売
を
始

め
た
。作
成
し
た
の
ぼ
り
を
収
穫
適
期
の

農
地
に
立
て
目
印
に
し
、あ
ぜ
道
販
売
を

し
て
い
る
。「
お
い
し
い
と
い
っ
て
、何
度

も
買
い
に
き
て
く
れ
る
人
が
多
く
い
ま
す
。

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」。好
評
だ
っ
た
こ

と
か
ら
今
年
は
面
積
を
２
倍
に
増
や
し
、

収
穫
期
を
ず
ら
し
て
よ
り
多
く
の
販
売

を
計
画
す
る
。

　

昨
年
の
時
給
は
、野
菜
が
安
値
だ
っ
た

こ
と
で
発
足
年
の
半
分
、４
０
０
円
ほ
ど

し
か
な
か
っ
た
。今
年
も
天
候
の
影
響
で
、

ニ
ン
ニ
ク
の
収
量
が
落
ち
込
ん
だ
。

　

第
一
理
事
の
高
島
眞
一
さ
ん（
７１
）は

「
米
麦
の
共
済
は
あ
っ
て
も
野
菜
を
補
償

し
て
く
れ
る
保
険
は
な
か
っ
た
の
で
、収

入
保
険
が
で
き
経
営
的
に
助
か
る
」と
話

す
。青
色
申
告
実
績
が
１
年
で
き
た
今
年
、

迷
わ
ず
収
入
保
険
に
加
入
し
た
。

　

就
農
し
て
約
10
年
の
谷
上
真
未
さ
ん

は
、現
在
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
10
㌃
と
ニ
ン
ニ
ク

10
㌃
を
１
人
で
栽
培
し
て
い
る
。

　

栽
培
技
術
は
、会
社
勤
め
を
し
な
が
ら

就
農
支
援
事
業
所
に
通
っ
て
習
得
し
、親

戚
農
家
で
み
っ
ち
り
修
行
に
励
ん
だ
。独

立
当
初
は
栽
培
面
や
経
済
面
で
も
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
が
、困
難
に
直
面
す
る
た

び
解
決
策
を
模
索
し
、栽
培
の
コ
ツ
を
つ

か
ん
だ
。

　
「
農
業
は
生
活
の
柱
。規
模
拡
大
に
と
ら

わ
れ
過
ぎ
ず
、今
手
が
け
る
作
物
の
品
質

向
上
を
第
一
に
、日
進
月
歩
し
た
い
で
す
」

　

平
成
２５
年
か
ら
日
本
ザ
ー
ネ
ン
種
の
ヤ

ギ
を
飼
育
し
て
い
る
川
西
英
昭
さ
ん
。香
川

で
は
少
な
く
な
っ
た
、搾
乳
目
的
で
ヤ
ギ
を

飼
育
す
る
一
人
だ
。

　

ヤ
ギ
は
食
の
好
み
が
変
わ
り
や
す
い
と

言
わ
れ
る
が
、「
キ
ャ
ベ
ツ
は
、甘
く
て
お
い

し
い
か
ら
か
飽
き
ず
に
食
べ
ま
す
」と
川
西

さ
ん
。普
段
は
草
や
ふ
す
ま
を
与
え
る
。

　

子
ヤ
ギ
が
小
さ
い
う
ち
は
朝
晩
の
２
回

搾
乳
し
、生
後
３
カ
月
を
過
ぎ
る
と
朝
だ
け

に
す
る
。「
搾
乳
は
、乳
房
炎
に
な
ら
な
い
た

め
に
も
大
切
な
仕
事
で
す
」

　「近所の人に収穫したトマトを配ったとき、甘くてお
いしいと言っていただき、すごくやりがいを感じまし
た」と話す藤井健司さん。平成31年３月にハウスを新
設し、ミニトマト10㌃の栽培を始めた。
　就農に抵抗はなかった。同級生たちが農業をして
いるため、いろいろ相談に乗ってもらえる環境にある。
　1年目は苦労したが、２年目の今年は計画通りの管
理ができ、出荷まで順調に運び自信を深めている。
　健司さんに誘われ、仕事を辞めて手伝うことにした
父親の静夫さん（67）は、「休耕農地を活用してくれて
うれしい。自然の中、楽しみながら作業をしています」。
　労働力は２人だが、忙しいときは子供たちが出荷用
の箱を進んで組み立ててくれる。健司さんは「いつか
は親子３代で農業できれば。そのためにも、栽培面積
や出荷量を増やすなど、さらに努力していきます」。

ふじ  い けん  じ

さぬき市寒川町 藤井 健司さん（38）

トマト職人にまい進

日
々
少
し
ず
つ
成
長
を

甘
い
キ
ャ
ベ
ツ
が
お
気
に
入
り　

農家き きい い

高
松
市
国
分
寺
町

谷
上 

真
未
さ
ん（
37
）

た
に
が
み

ま    

み

丸
亀
市
綾
歌
町

川
西 

英
昭
さ
ん（
７１
）

か
わ
に
し

ひ
で
あ
き

「トマトの声が聞こえるまで成長したい」と藤井さん

ヤギはもともと父親が飼育していた身近な存在

「作業の合間には、愛車を手入れしています」

共
済
部
長
２
年
目

1213 かがわ 2020.8  vol.44かがわ 2020.8  vol.44

未
経
験
者
歓
迎

前
職
の
知
識
や
経
験
を
生
か
す

農
事
組
合
法
人
イ
ン
グ
ク
ラ
ブ

多
度
津
町

ま
つ 

お
か

た
か 

し
ま 

し
ん 

い
ち

や
す  

お

好評なスイートコーンのあぜ道販売取れたて新鮮なスイートコーン

のぼりを目印に多くの人でにぎわう

経営より農業を楽しむことに重きを置いているメンバ―（写真前列左から2人目が松岡代表理事、後列左から4人目が高島第一理事）



●
定
年
退
職
後
、本
格
的
に
農
業
に
取
り
組

も
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

内
容
は
参
考
に
な
り
ま
す
。

（
さ
ぬ
き
市　
男
性　
58
歳
）

●
毎
年
、野
菜
作
り
が
楽
し
く
な
り
、農
業
の

広
報
や
本
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
小
豆
島
町　
男
性　
70
歳
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
大
変
で
す
が
、う
つ

ら
な
い
、う
つ
さ
な
い
よ
う
、マ
ス
ク
を
手
作

り
し
て
い
ま
す
。
（
丸
亀
市　
女
性　
34
歳
）

●
６
歳
の
娘
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
祖
母
の
田

ん
ぼ
で
育
て
て
い
ま
す
。緑
の
粒
が
で
き
て

い
る
の
を
見
て
、「
こ
う
や
っ
て
大
き
く
な

る
ん
や
」と
、ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
し
た
。

（
観
音
寺
市　
男
性　
４７
歳
）

●
公
道
走
行
の
条
件
、知
ら
な
い
こ
と
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。 （
高
松
市　
女
性　
６５
歳
）

●
獣
害
対
策
の
電
気
柵
、参
考
に
な
り
ま

し
た
。　　

   　
（
琴
平
町　
男
性　
６８
歳
） 

●
表
紙
を
見
た
途
端「
中
村
努
く
ん
だ
。元
気

で
野
菜
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
ん
だ
な
」と
、

主
人
が
う
れ
し
そ
う
。在
学
時
の
明
る
い
笑

顔
そ
の
ま
ま
の
姿
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

（
三
豊
市　
女
性　
82
歳
）

　

令
和
２
年
の
新
嘗
祭
献
穀
田
奉
納
者
と
な
っ
た
三

木
町
の
多
田
孝
夫
さ
ん（
71
）は
、「
大
変
、名
誉
な
こ

と
で
す
。古
式
に
の
っ
と
り
、無
事
に
良
品
質
米
が
収

穫
で
き
る
よ
う
管
理
を
徹
底
し
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

竹
矢
来
で
囲
ん
だ
約
３
㌃
の
圃
場
に
、水
稲
品
種「
あ

き
さ
か
り
」を
６
月
７
日
に
手
植
え
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
で
、

５
月
16
日
の
播
種
式
に
続
き
田
植
式
も
関
係
者
の
み

で
実
施
。９
月
12
日
の
抜
穂
式
が
終
わ
る
と
、10
月

下
旬
に
精
米
１・８
㍑
を
皇
居
に
献
納
し
ま
す
。

　

多
田
さ
ん
は
53
年
間
農
業
に
携
わ
り
、60
歳
で
会

社
を
退
職
す
る
ま
で
は
兼
業
で
、米
麦
な
ど
を
大
規

模
に
栽
培
し
て
き
ま
し
た
。平
成
31
年
４
月
に
は
、長

男
の
亮
介
さ
ん（
42
）が
就
農
し
た
こ
と
で
、経
営
を

分
け
ま
す
。「
農
業
を
選
択
し
て
く
れ
て
う
れ
し
い
。

５
年
以
内
に
経
営
を
移
譲
し
た
い
」と
孝
夫
さ
ん
。

　
亮
介
さ
ん
は「
基
本
を
し
っ
か
り
と
父
か
ら
伝
授
し

て
も
ら
い
、自
分
な

り
の
経
営
方
針
を

た
て
ら
れ
る
よ
う

励
み
ま
す
」と
意
気

込
み
ま
す
。

　
▽
親
子
合
わ
せ
た

経
営
面
積
＝
水
稲

11
㌶
、麦
17
㌶

読
者
の
声

献穀者の多田孝夫さん（写真右）。同左は亮介さん

 高校生の時から興味のあった、マ
ニュアルトランスミッション車のス
ポーティーカーを、３年前に購入し
ました。サンポート高松や一の宮公
園など、県内の景色がいい場所ま
でドライブして、愛車の写真を撮っ
ています。オイル交換などのメンテ
ナンスも自分でしますよ。
 家族と一緒に、料理やお菓子を作
ることが楽しみ。祖父母が水稲や野
菜を作ってくれるので、新鮮な野菜
で調理できます。今はナスがおいし
く、焼いてバター醤油で、またみそ
汁に入れるのもオススメです。

観音寺市 石川 里奈 さん（２３）
いしかわ り   な
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NOSA I
クイズ
NOSA I
クイズ

郵便はがきに、
①クイズの答え②郵便番号③住所
④氏名（ふりがな）⑤年齢⑥電話番号
⑦ＮＯＳＡＩや広報紙への意見、感想、質問
⑧身近な情報
などをご記入のうえ、ご応募ください。
※応募によって得られた個人情報は、賞品の発送と今後の広報紙
作成の参考意見とする以外の目的に利用しません。

丸山嗣夫さん（東かがわ市）、田辺悦子さん（さぬき市）、金澤通さん、石田忠さん（以上高松市）、中井敬子さん（坂出市）、
西勇さん（丸亀市）、植松絹代さん（三豊市）、松岡恵子さん（観音寺市）
丸山嗣夫さん（東かがわ市）、田辺悦子さん（さぬき市）、金澤通さん、石田忠さん（以上高松市）、中井敬子さん（坂出市）、
西勇さん（丸亀市）、植松絹代さん（三豊市）、松岡恵子さん（観音寺市）

当選者発表
第４2号

応募の宛先

応募締め切り

当選者発表

《当選者》黒ニンニク６００ｇをお届けしました。１００％答え

たくさんのご応募
お待ちしています。

NOSAIかがわ44号からの問題です。○に当てはまる言葉をお答えください。
　 園芸施設共済では、９月から改正される補償金額の
　引上特約に加入した場合、最高何割まで補償が可能に
　なりますか。 割

※ヒントは8ページ

今月のプレゼント
厳
か
に
実
施 

新
嘗
祭
献
穀
田

Q

A

た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〒７６１－８０８３　高松市三名町東原５番地６
香川県農業共済組合　NOSAIクイズ係

令和２年９月３０日（水） 消印有効

令和３年１月発行予定の４６号で発表

　正解者の中から抽選で８名の方に、高尾農園（小豆島町）自慢のオリーブオ
イル「エキストラバージンオイル」70ml入りと、地域ならではの原料を使っ
て展開する旅するLuLuLunとのコラボ商品「小豆島のプレミアム　ルルルン　
フェイスマスク」（瀬戸内限定５枚入り）のセットをお届けします。
　たくさんのご応募お待ちしています。

た   

だ

た
け  

や  

ら
い

た
か 

お

り
ょ
う
す
け
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お
詫
び

　購読料は１年間5,520円。２カ月間の
無料購読から始めてみませんか？
　お申し込みいただいた方には、「もっと
おいしく干し野菜」の冊子をさしあげます。

　農地の管理にお困りの
方や農地を借りたい方は、
知事指定の香川県農地
機構にご相談ください。

公益財団法人
香川県農地機構
☎087-831-3211

　
５
月
号
の
配
布
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
る
ま
で
見
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。お
届
け
が

遅
れ
ま
し
た
こ
と
お
詫
び
し
ま
す
。

　
本
号
も
７
月
号
と
９
月
号
と
の
合
併
号
と
し
、次

号
は
11
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ご
理
解
く
だ
さ
い
。

農業共済新聞 2カ月間
無料購読
できます

SANUKI MADONNA

マドンナ

〒７６１－８０８３  高松市三名町東原５番地６
香川県農業共済組合  NOSAIクイズ係

表 紙 の 続 き

前
号
を
見
て
の
ご
意
見

キ
リ
ト
リ

◀宛先としてハガキに貼って活用してください。
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キュウリに手で塩をすり込み、
イボを取って口当たりをよくし、
緑を鮮やかにします。切ってそ
のまま炒めると水分が出てベタ
つくので、あらかじめ塩を振って
水気を取るとシャキッとします。

キュウリは厚めの千切り、シメジ
は石づきを取ってほぐす。たれを
合わせておく。

六車 亜弥さん
む ぐるま あ や

（株）農業工房 かべっこ

料 理 紹 介 者

1

ひき肉をＡで煮汁がなくなるま
で炒め、シメジを加えてさっと炒
める。

2

ボウルに生地材料を混ぜ、①の
キュウリと②を加えさらに混ぜる。
油を敷いたフライパンに流し込む。

3

上にチーズを載せ、弱火でふたを
して２、３分蒸し焼きにし、両面を
こんがり焼く。

4

　　　香川県農業共済組合
　　　総務部企画情報課
〒761-8083 高松市三名町東原５番地６
TEL０８７-８８８-２１２１ FAX０８７-８８８-３０３１

http://www.nosai-kagawa.jp

発行日：令和2年8月1日

ツイッターやってます！
季節の話題や農業共済事業などを発信しています

ので、フォローお願いします！！

＠ｎｏｓ_ｋａｇ

きゅうりのチーズチヂミ
外はカリッ  中はもちっ

● キュウリ
● シメジ
● ひき肉
● ピザ用チーズ
● 油

１本
５０ｇ
８０ｇ
５０g
適量

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
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● 薄力粉
● 片栗粉
● 鶏がらスープ
　の素・ごま油
● しょうゆ・砂糖
● 塩
● 卵
● 水

１１０ｇ
大さじ２

各大さじ１

各小さじ１
少々
１個

１００ｍｌ
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 作り方

材料（2人分）

今回の食材

キュウリ

おうち
ごはん

創
作キ
ッチン

プロの

発行
編集

ホームページアドレス

カリウムが豊富で、むくみや冷房での
体調不良、体のだるさを解消してくれ
ます。暑い夏の水分補給など、夏バテ
予防のパワーがいっぱいです。

生地材料

● しょうゆ・ごま油
● 酢
● 砂糖
● 白ごま・七味唐辛子

小さじ１
適量

各大さじ１
大さじ２

たれ

● しょうゆ・みりん
● 酒・砂糖

各大さじ１
各小さじ１

 ・・・             

・・・・・・・・・・・・・・・・             

A

ヒトコト POINT


	0713_h1
	0713_p2_p5のコピー
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